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公益財団法人南砺幸せ未来基金 
令和元年度 事業報告書 

 
Ⅰ 概要と主な成果 
 令和元年度は、法人設立の 2 ヵ年目にあたり、平成 30 年度より引き続き、豊かで特

色ある「地域資源」を活かして地域課題の解決を目指す、多様な主体及びその取組みを

市民自らが支える仕組みを構築すること、循環共生型の社会づくりに貢献するため「未

来資本」を創出することを目指し活動に取組んだ。 
（なお、年度途中で公益認定を受けたが法人の目的は変わらないので事業報告はまとめ

た。） 
特に、令和元年度は、以下の５点を重点事業と位置づけ、取組みを進めた。 
 
１．基金の普及啓発と運用資金の調達 
 安定した基金運営を行うために、基金の設立趣旨や運用目的などを広く普及啓発を行

うことで市民の理解度を高め、運用資金となる寄付金や遺贈金の調達につなげるために

次の活動を実施した。 
 ①イベント等での普及啓発 
  ・６月 22 日、23 日 シルクロード・ネットワーク・南砺フォーラム 2019 にて「南 

砺幸せ未来基金」の事例紹介 
じょうはな座、参加者およそ 40 名 

  ・７月 28 日 ローカルサミットＮＥＸＴｉｎ南砺プレイベント＆南砺まちづくり 
ビジョンフォーラムにて話題提供 
南砺市クリエイタープラザ桜クリエ、参加者およそ 50 名 

  ・10 月 26、27 日 令和元年ローカルサミットＮＥＸＴｉｎ南砺にて南砺幸せなＳ 
ＤＧｓ志民憲章の提案  
城端別院善徳寺（26 日）、じょうはな座（27 日）参加者のべ 300 名 

  ・３月 20 日 第１回公益財団法人南砺幸せ未来基金ミーティング開催 
タイトル「一流の田舎」が目指す共生社会の未来に向けて 
アスモ２Ｆ大会議室 参加者およそ 40 名 

 
 ②広報活動について 
  ホームページ（ecoto.jp）、ＳＮＳ（facebook）によるＰＲを行った。 
  また、公益認定を受けたことを機に当基金を紹介するためのパンフレット、 

寄付金控除・遺贈の仕組みをわかりやすく記した冊子、チラシの作成を行った。 
  ３月４日には、当基金の公益化の報告、支援事業の開始を記者発表した。 
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 ③訪問による基金運用の説明 
３月、当基金の設立準備会より寄付集めに尽力いただいた方を中心に、公益認定

の報告及び今後の事業展望、案件発掘について訪問を行った。 
 

２．基金の公益法人化 
 令和元年９月 20 日、富山県文書総務課に公益認定申請書を提出。 
同年 11 月 25 日、第 44 回富山県公益認定等審査会（富山県民会館 509 号室）にて公益

認定を承認する旨の答申。12 月１日付けで公益認定。 
 なお、当基金の所管課は、富山県総合政策局地域振興・中山間対策室地域振興課地域

振興担当となる。 
 
３．基金運営のノウハウの蓄積 
 ５月９日、北陸財務局、北陸銀行とクラウドファンディング、ふるさと納税の活用に

ついて意見交換を行った。 
 年度内に６回の事務局会議、９回の業務執行理事会を開催し、組織運用体制の協議（事

務局会議、業務執行理事会、理事会・評議員会の位置づけの確認）やクラウドファンデ

ィング（プラスソーシャルインベストメントの entry）の実装、地域通貨（飛騨信用組

合のさるぼぼコイン）の研究等に取組んだ。 
 業務執行理事会では、城端地域の古民家活用による民藝館の可能性についての研究、

井波地域にある井波美術館の活用の研究に取組んだ。（いずれも諸事情のため案件組成

までは至らなかった。） 
 休眠預金活用については、５月 21 日に名古屋市で開催された休眠預金活用公募説明

会に、事務局員２名が参加。令和２年度の応募に向けて研究を進めている。 
 また、愛媛県西条市で 11 月 15 日に開催された、西条市ローカルファンド研究会に

業務執行理事２名が参加し、当基金の事例発表、意見交換を行った。 
 
４．事務局体制の整備と充実 
 当基金の事務局体制を充実させるため、臨時の従業員を１名雇用した。なお、令和２

年度も雇用を継続した。 
 また、当基金の事務所を、南砺市山見 1739 番地２ アスモ２Ｆ なんと未来支援セ

ンター内に設置した。（令和２年４月１日より開設） 
事務所には、臨時従業員１名が火～木曜日まで勤務する体制とした。 
中間支援組織「（一社）なんと未来支援センター」と相互に会議、打合せへ出席し情

報共有を深めた。 
 人材育成の面では、南砺市が開催したファンドレーザー育成プロジェクト（6 回シリ

ーズ）に業務執行理事１名、事務局から２名が参加。寄付金集めの手法（ファンドレイ
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ジング）を学んだ。 
 さらには、当基金の５ヵ年ロードマップを作成し、目指す方向、やるべき事、数値目

標の「見える化」を行った。 
 
５．基金活用事業の募集と支援の研究 
 地域課題解決に寄与すべく、支援事業「令和２年度第１回南砺幸せ未来基金頑張る

人・地域応援事業」の募集要項を策定した。 
 また、審査選考委員会設置要綱を策定し、募集のあった案件に対する審査選考体制を

構築した。 
 「令和２年度第１回南砺幸せ未来基金頑張る人・地域応援事業」は、令和２年３月１

日～４月 30 日の期間で募集を行った。 
  
 
Ⅱ 運営に関する実績 
 １ 寄付金の状況 
   ７件 １３２，１７５円 
   （一般財団法人として ４件 ４２，３００円、公益財団法人として ３件 ８９，８７５円） 

  
２ 会議状況 

   （１）業務執行理事会 
会議名 日時 内容 

第１回業務執行理事会 ４月 17 日 平成 30 年度事業報告及び収支決算について 

平成 31 年度事業計画について 

南砺幸せ未来基金ロゴマークについて 

ローカルサミットＮＥＸＴｉｎ南砺について 

第２回業務執行理事会 ５月 15 日 平成 30 年度事業報告について 

平成 30 年度貸借対照表及び正味財産増減計算書に

について 

令和元年度事業計画について 

令和元年度収支損益予算書について 

令和元年度事業スケジュール 

支援事業審査選考委員会 

ローカルサミットｉｎ南砺、プレイベント 

第３回業務執行理事会 ６月 12 日 公益財団法人化について 

休眠預金について 

支援事業選定委員会について 
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地域通貨について 

クラウドファンディングについて 

城端地域の民藝館について 

ローカルサミット＆まちづくりビジョンフォーラム

について 

第４回業務執行理事会 ７月 24 日 城端地域の民藝館について 

公益財団法人化について 

ＳＤＧｓによる基金運用体制について 

ローカルサミット＆まちづくりビジョンフォーラム

について 

第５回業務執行理事会 ９月 13 日 城端地域の民藝館について 

ＳＤＧｓ推進事業について 

第６回業務執行理事会 10 月 21 日 公益認定申請について 

事務局体制について 

第７回業務執行理事会 12 月 13 日 公益認定申請の結果について 

今後の事業計画、事務局体制について 

井波美術館について 

第８回業務執行理事会 １月 17 日 支援募集要項等（審査選考委員会設置要綱、スケジ

ュール） 

シンポジウムの開催について 

マスコミ発表について 

第９回業務執行理事会 ２月 14 日 シンポジウムの開催内容について 

理事会の開催について 

 
  （２）理事会 

会議名 日時 内容 

第１回理事会 ５月 15 日 平成 30 年度事業報告について 

平成 30 年度貸借対照表及び正味財産増減計算書に

について 

令和元年度事業計画について 

令和元年度収支損益予算書について 

令和元年度事業スケジュール 

支援事業審査選考委員会 

ローカルサミットｉｎ南砺、プレイベント 

第２回理事会 ８月 23 日 公益認定申請について 

臨時評議員会の開催及び目的事項の決定について 
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第３回理事会 ２月 14 日 令和２年度事業計画（案）について 

令和２年度収支予算（案）について 

審査選考委員会設置要綱について 

令和２年度南砺幸せ未来基金 頑張る人・地域応援

事業募集要項について 

（３）評議員会 
会議名 日時 内容 

第１回評議員会 ５月 15 日 平成 30 年度事業報告について 

平成 30 年度貸借対照表及び正味財産増減計算書に

について 

令和元年度事業計画について 

令和元年度収支損益予算書について 

令和元年度事業スケジュール 

支援事業審査選考委員会 

ローカルサミットｉｎ南砺、プレイベント 

臨時評議員会 ８月 23 日 公益認定申請について 

定款の一部変更及び理事、監事及び評議員の報酬等

の支給の基準について 

 
  （４）監査の実施 
令和元年５月 14 日、監事（２名）が平成 30 年度の監査を実施し、監査報告書を作成

した。 
   

（参考記載） 
事務局会議（＊定款に定めはないが、業務執行理事会の議題の整理・調整のため実施したもの） 

会議名 日時 内容 

第１回事務局会議 ５月 10 日 審査委員会について 

スケジュールについて 

休眠預金活用について 

第２回事務局会議 ６月６日 公益認定申請について 

休眠預金活用について 

支援事業選定委員会（要綱、委員会）について 

地域通貨の検討（さるぼぼコインヒアリングなど） 

城端地域の古民家に関するクラウドファンディング

について 

ローカルサミットについて 
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シルクロードフォーラムについて 

寄付者の謝礼と基金運用の説明について（南砺市職

員ＯＢ会にむけて） 

国補助事業の検討 

第３回事務局会議 ７月 19 日 審査選考委員会設置要綱（案）について 

第４回事務局会議 11 月 28 日 基金となんと未来支援センターの関係性について 

事務局体制について 

業務内容の役割分担と人材育成について 

体制整備と案件発掘について 

具体的な事業計画について 

設立時オーナーへの協力と連携について 

支援事業の募集と資金調達の依頼について 

ガバナンスについて 

基金と支援センターの事業計画やスケジュール感の

共有について 

第５回事務局会議 12 月 11 日 ５ヵ年ロードマップについて 

第６回事務局会議 12 月 25 日 ５ヵ年ロードマップについて 

プレスリリースについて 

ＳＤＧｓ補助を活用した支援について 

相談窓口の開設について 

シンポジウムについて 

不動産取得税・遺贈等の非課税についての調査結果 

 
 ３ 寄付者の名簿作成 
   平成 30 年度に引き続き、寄付者の名簿を整備した。 
 
 ４ 受託事業 
   南砺市より地域課題解決や資金循環に資する取組みを進める目的の業務委託を 

受託している。 
 
（１）南砺幸せ未来基金事業実施体制構築業務委託 
   契約額 1,628,000 円 
   期 間 令和元年 11 月２日～令和２年３月 31 日 
   内 容 事務局業務を遂行するための従業員の雇用 
       体制強化に関すること 
       支援内容の告知に関すること 
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（２）説明会等開催委託業務 
   契約額 858,000 円 
   期 間 令和２年１月 11 日～令和２年３月 31 日 
   内 容 説明会開催 
       地域通貨研究 

 
  ５ 他機関等の連携 
    特に、以下の団体と連携し事業を実施した。 
 
   連携団体 
     ・南砺市 
      事業の受託、事務局業務 
     ・（一社）なんと未来支援センター 
      地域課題解決に向けた情報共有、連携 
     ・（一社）場所文化フォーラム 
      令和元年ローカルサミットＮＥＸＴｉｎ南砺の開催 



 

 

公益財団法人南砺幸せ未来基金 
令和２年度 事業報告書 

 
Ⅰ 概要と主な成果 
 令和２年度は、法人設立の３ヵ年目にあたり、令和元年度より引き続き、豊かで特色

ある「地域資源」を活かして地域課題の解決を目指す、多様な主体及びその取組みを市

民自らが支える仕組みを構築すること、循環共生型の社会づくりに貢献するため「未来

資本」を創出することを目指し活動に取組んだ。 
特に、令和２年度は、以下の４点を重点事業と位置づけ、取組みを進めた。 
 
１． 基金の普及啓発と運用資金の調達 

安定した基金運営を行うために、基金の設立趣旨や運用目的などを広く普及啓発を行

うことで市民の理解度を高め、運用資金となる寄付金の調達につなげるために次の活動

を実施した。 
 
【普及啓発】 
・４月及び 11 月、当基金の設立準備会より寄付集めに尽力いただいた方に今後の事業

展望について訪問。 
・地域づくり協議会連合会の定例会や意見交換会で当財団の取組みを紹介。 
・富山国際大学の「地域づくり実習」で学生を受け入れ基金の取組を紹介。 
・「なんと未来創造塾」に基金の取組紹介資料を提供。 
・会報（ニュースレターvol.00）の発行 
・ホームページ、フェイスブックによる情報発信 
・マスコミ各社に対するプレスリリースの発信 
 
【運用資金の調達】 
・寄付金の呼びかけを行い、一般寄付（使途の定めのない寄附金）が 29 件 3,015,000
円、指定寄付（事業指定寄付プログラム対象寄付）が 22 件 548,000 円の実績。 

なお、閑乗寺公園キャンプ場の薪の販売益の一部を寄付いただいている。（当財団の

業務執行理事でもある楠則夫氏より）今後の寄付付き商品の展開において大きなヒント

になる事例であった。 
 

２． 基金運営のノウハウの蓄積 
【会議運営】 
 運営体制の基盤強化を図るために財団内で協議を行った。年度内に 44 回の事務局会

議、10 回の業務執行理事会を実施している。 



 

 

12 月には一般社団法人全国コミュニティ財団協会に加入。これにより全国のコミュ

ニティ財団との交流が可能となり、12 月 17 日には全国コミュニティ財団協会中部北陸

ブロック会議、1 月 12 日には全国コミュニティ財団協会の総会にもオンラインで参加

している。 
 

【所管庁の立入検査】 
 12 月 16 日には、所管庁である富山県地域振興課の立ち入り検査を受けており、事業

計画書等の提出日の遵守、役員の変更登記は 2 週間以内に行うことの指摘を受けてい

る。今後適正な財産運営に努めていく。 
 
【まちづくり事業の情報収集】 

案件発掘のためにまちづくり事業の情報収集に積極的に取組んだ。後述する休眠預金

活用助成に関したものが主であるが、49 回情報収集に取組んでいる。 
9 月 19 日には認知症支援の取組に関する事業相談会、9 月 29 日には引きこもり支援 

の取組みに関する事業相談会を実施。10 月 28 日には認知症フレンドリー社会を井波地

域に構築する事業準備会、11 月 16 日には引きこもり・精神障害者の支援を南砺市に構

築する事業準備会を実施している。 
 
【電子地域通貨の調査・研究 土徳コインプロジェクト】 
地域内資金循環の手法である「電子地域通貨」の調査・研究を南砺市の受託事業として

実施した。キックオフミーティングを 7 月 31 日に実施。（参加 35 名）講師に飛騨信用

組合の古里圭史常勤理事を招き基調講演「さるぼぼコインで目指す地域経済循環促進」

を実施した。年度内に４回の研究会、11 月 7 日には高山市の視察を実施し「さるぼぼ

コイン」を実際に使い使用感を確かめた。令和 3 年度は令和 2 年度に明らかとなった課

題の解決に取組む必要がある。（市民ニーズの把握、持続可能な実装モデル） 
 
 
３． 事務局体制の整備と充実 
【事務局体制】 
 臨時職員１名、事務局員１名の体制で事務局を構成した。 
 助成事業が本格的に開始（春・秋 2 回の頑張る人・地域応援事業、コロナ禍緊急支援、

事業指定寄付プログラム、休眠預金等活用助成）の中、堅調な財団運営が図れた。 
 しかしながら、休眠預金等活用助成の資金分配団体に採択されたこともあり、想定し

ていたより業務量が増加している。さらには休眠預金等活用助成の研修プログラムから

「成果達成型の助成プログラム」や伴走支援の重要性の気づきがあり、これを展開して

いくためには人的・資金的な資源の不足を実感している。 









 

 

  No.2 捨てられた命を救おうプロジェクト 
     申請者 にゃんと・ボランティアネットワーク 
     申請日 令和 2 年 9 月 28 日 
     採択日 令和 2 年 10 月 2 日の業務執行理事会 
     目標額 1,000,000 円 達成額 443,000 円 当財団運営費 22,100 円 

 
いずれも目標額には届かなかったが、一定の効果を上げられたと感じている。 

ただし現状の制度だと申請者の負担ばかりが目立ってしまうため、プログラムの見直し

が必要である。 
 
【休眠預金等活用助成事業】 
〇休眠預金等活用とは 
 「民間公益活動を促進するための休眠預金等に係る資金の活用に関する法律（平成 28 

年法律第 101 号）」に基づき、2009 年 1 月 1 日以降の取引から 10 年以上、その後の 
取引のない預金等（休眠預金等）を社会課題の解決や民間公益活動の促進のために活 
用する制度 

 
〇資金分配団体として採択 
 当財団、公益財団法人東近江三方よし基金（滋賀県東近江市 理事長 ）、

公益財団法人うんなんコミュニティ財団（島根県雲南市 代表理事 ）がコン

ソーシアムを組み設立した「東近江・雲南・南砺ローカルコミュニティファンド連合」 
は休眠預金を活用して一般財団法人日本民間公益活動連携機構（所在地 東京都千代田

区、略称 JANPIA）が実施する、草の根活動支援事業（全国）の資金分配団体として採

択された。 
 “複雑化・複合化した孤立の解消は、地域の様々な関係者が総働で挑むことが不可欠

であり、人的資源も含めた地域資源を把握して個別にアウトリーチ・支援できる市域レ

ベルの中間支援組織だからこそ実施できる”と志を同じくした三法人が連合を組んだも

の。 
 募集のメインテーマは 
 「ローカルな総働で孤立した人と地域をつなぐ」 
 サブテーマが 
 「日本の変革をローカルアクションの共創から実現する」とし、 
対象事業を 

① 経済的・物理的距離により学ぶ機会を失った子ども・若者へ学習の場や心のケア

を提供する活動 
② ひきこもり、障害、認知症等の疾患、在住外国人へのアウトリーチを地域参加に





 

 

Ⅱ 運営に関する実績 
 １ 寄付金の状況 
   一般寄付金 29 件 3,015,000 円 
   指定寄付金 22 件  548,000 円  

２ 会議状況 
   （１）業務執行理事会 

会議名 日時 内容 

第１回業務執行理事会 ４月 27 日 頑張る人・地域応援事業選考委員会について 

役員の改選について 

寄付集めの戦略について 

理事会、評議員会の開催について 

休眠預金助成事業の応募について 

コロナ緊急支援策について 

第２回業務執行理事会 ５月 25 日 理事会の議事について 

理事会の報告事項について 

寄付集め戦略について 

第３回業務執行理事会 ６月 26 日 休眠預金活用の応募について 

南砺土徳コインプロジェクトについて 

会報の発行について 

第４回業務執行理事会 ７月 31 日 休眠預金活用の応募について（報告） 

事業指定寄付プログラムについて 

災害支援金について 

土徳コインプロジェクトについて 

第５回業務執行理事会 ９月４日 下半期のスケジュールについて 

休眠預金活用の進捗について 

頑張る人・地域応援事業の募集要項について 

事業指定寄付プログラムの採択について 

土徳コインプロジェクトについて 

第６回業務執行理事会 10 月２日 事業指定寄付プログラムの採択について 

休眠預金活用の進捗について 

土徳コインプロジェクトについて 

第７回業務執行理事会 11 月６日 休眠預金活用の進捗について 

頑張る人・地域応援事業の選考委員会について 

土徳コインプロジェクトについて 

日本ファンドレイジング協会への入会について 

第８回業務執行理事会 12 月 18 日 休眠預金活用の進捗について 



 

 

土徳コインプロジェクトについて 

第９回業務執行理事会 

（コロナの影響を考慮

し、中止） 

１月 22 日 休眠預金活用の進捗について 

土徳コインプロジェクトについて 

第 10 回業務執行理事会 ２月 26 日 休眠預金等活用制度に基づく助成事業の承認につい

て 

令和３年度事業計画（案）について 

令和３年度収支予算（案）について 

土徳コインプロジェクトについて 

第 11 回業務執行理事会 ３月 19 日 令和３年度事業計画の詳細について 

 
  （２）理事会 

会議名 日時 内容 

第１回理事会 ５月 25 日 令和元年度事業報告 

令和元年度貸借対照表及び正味財産増減計算書 

役員の改選について 

評議員会の開催及び目的事項の決定について 

令和２年度第１回南砺幸せ未来基金頑張る人・地域

応援事業の結果について 

第２回理事会 ６月 26 日 代表理事の選定について 

業務執行理事の選定について 

第３回理事会 10 月２日 規程類の承認について 

第４回理事会（ZOOM

開催） 

12 月９日 JANPIA との資金提供契約の締結について 

令和２年度事業計画と収支予算の変更について 

令和２年度第２回南砺幸せ未来基金頑張る人・地域

応援事業の結果について 

第５回理事会 ２月 26 日 休眠預金等活用助成事業の実行団体採択の承認につ

いて 

令和３年度事業計画（案）の承認について 

令和３年度収支予算（案）の承認について 

 
 
（３）評議員会 

会議名 日時 内容 

第１回評議員会 

（書面決議） 

６月 15 日 令和元年度事業報告 

令和元年度貸借対照表及び正味財産増減計算書 



 

 

役員の改選について 

補欠評議員の選任について 

 
  （４）監査の実施 

令和２年５月 22 日、監事（２名）が令和元年度の監査を実施し、監査報告 
書を作成した。 

   
（参考記載） 

事務局会議（＊定款に定めはないが、業務執行理事会の議題の整理・調整のため実施したもの） 

年度内に４４回の事務局会議を実施した。 
 
 ３ 寄付者の名簿作成 
   令和元年度に引き続き、寄付者の名簿を整備した。 
 
 ４ 受託事業 
   南砺市より資金循環に資する取組みを進める目的の業務委託を受託している。 

 
〇地域内資金循環推進事業業務委託 
   契約額 760,100 円 
   期 間 令和２年７月１日～令和３年３月 31 日 
   内 容 地域内資金循環をテーマとしたセミナー開催 
       電子地域通貨の研究 

 
  ５ 他機関等の連携 
    特に、以下の団体と連携し事業を実施した。 
   連携団体 
     ・南砺市 
       事業の受託、事務局業務 
     ・（一社）なんと未来支援センター 
       地域課題解決に向けた情報共有、連携 
     ・公益財団法人東近江三方よし基金、 

・公益財団法人うんなんコミュニティ財団 
  休眠預金事業の資金分配団体としてコンソーシアムを構成 
・一般財団法人日本民間公益活動連携機構（JANPIA） 
  休眠預金事業の指定活用団体 
 



令和元年度貸借対照表及び正味財産増減計算書について 

 

 公益認定を 受けた前後で法人の名称や組織運営に係る規則が変更さ れる こ と から 、 一般

財団法人が公益認定を 受けた際には、 公益認定の前後で計算書類等の作成期間を 区分する

必要がある。（ 公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第３ ８ 条第２

項）  

 当財団は令和元年 12 月１ 日に公益認定を 受けている。 そのため下記のと おり 、 作成期間

を 区分し た。  

 

 

（ １ ） 一般財団法人南砺幸せ未来基金と し て         

平成 31 年４ 月１ 日から 令和元年 11 月 30 日まで  

  （ 事業開始日より 公益認定を 受ける前日まで）  

 

（ ２ ） 公益財団法人南砺幸せ未来基金と し て 

   令和元年 12 月１ 日から 令和２ 年３ 月 31 日まで     

  （ 公益認定日から 事業終了日まで）  

 

 

また平成 30 年度と の比較のため、  

（ ３ ）平成 31 年４ 月１ 日から 令和２ 年３ 月 31 日までの１ ヶ 年の財務諸表も 作成し ている。  

 



一般財団法人　 南砺幸せ未来基金 ( 単位： 円)

Ⅰ　 　 資産の部
  １ ． 流動資産
          現金預金 282, 611 3, 253, 141 △ 3, 225, 841
          未収金 2, 728, 000 2, 728, 000
        流動資産合計 3, 010, 611 3, 253, 141 △ 242, 530
  ２ ． 固定資産
    ( １ ) 基本財産
          定期預金 3, 000, 000 0 3, 000, 000
        基本財産合計 3, 000, 000 0 3, 000, 000
    ( ２ ) 特定資産
        特定資産合計 0 0 0
    ( ３ ) その他固定資産
        その他固定資産合計 0 0 0
        固定資産合計 3, 000, 000 0 3, 000, 000
        資産合計 6, 010, 611 3, 253, 141 2, 757, 470
Ⅱ　 　 負債の部
  １ ． 流動負債
          未払金 18, 150 0 18, 150
        流動負債合計 18, 150 0 18, 150
  ２ ． 固定負債
        固定負債合計 0 0 0
        負債合計 18, 150 0 18, 150
Ⅲ　 　 正味財産の部
  １ ． 指定正味財産
        指定正味財産合計 0 0 0
　 　 　  （ う ち特定資産への充当金） 0 0 0
  ２ ． 一般正味財産 5, 992, 461 3, 253, 141 2, 739, 320
　 　 　  （ う ち基本財産への充当金） ( 3, 000, 000) 0 △ 3, 000, 000
　 　 　  （ う ち特定資産への充当金） 0 0 0
        正味財産合計 5, 992, 461 3, 253, 141 2, 739, 320
        負債及び正味財産合計 6, 010, 611 3, 253, 141 2, 757, 470

貸借対照表
令和元年11月30日現在

科目
当年度

( 令和元年 11月30日現在)
前年度

( 平成31年 3月31日現在)
増　 減



公益財団法人　 南砺幸せ未来基金 ( 単位： 円)

Ⅰ　 　 資産の部
  １ ． 流動資産
          現金預金 675, 775 282, 611 △ 3, 225, 841
          未収金 858, 000 2, 728, 000 △ 1, 870, 000
　 　 　 　 　 貯蔵品 61, 200
        流動資産合計 1, 594, 975 3, 010, 611 △ 1, 415, 636
  ２ ． 固定資産
    ( １ ) 基本財産
          定期預金 3, 000, 000 3, 000, 000 0
        基本財産合計 3, 000, 000 3, 000, 000 0
    ( ２ ) 特定資産
        特定資産合計 0 0 0
    ( ３ ) その他固定資産
　 　 　 　 　 什器備品 148, 016 148, 016
　 　 　 　 　 減価償却累計額 △ 49, 338 △ 49, 338
        その他固定資産合計 98, 678 0 98, 678
        固定資産合計 3, 098, 678 3, 000, 000 98, 678
        資産合計 4, 693, 653 6, 010, 611 △ 1, 316, 958
Ⅱ　 　 負債の部
  １ ． 流動負債
          未払金 98, 650 18, 150 80, 500
        流動負債合計 98, 650 18, 150 80, 500
  ２ ． 固定負債
        固定負債合計 0 0 0
        負債合計 98, 650 18, 150 80, 500
Ⅲ　 　 正味財産の部
  １ ． 指定正味財産
        指定正味財産合計 0 0 0
　 　 　  （ う ち特定資産への充当金） 0 0 0
  ２ ． 一般正味財産 4, 595, 003 5, 992, 461 △ 1, 397, 458
　 　 　  （ う ち基本財産への充当金） 0 ( 3, 000, 000) 3, 000, 000
　 　 　  （ う ち特定資産への充当金） 0 0 0
        正味財産合計 4, 595, 003 5, 992, 461 △ 1, 397, 458
        負債及び正味財産合計 4, 693, 653 6, 010, 611 △ 1, 316, 958

貸借対照表
令和２ 年３ 月3１ 日現在

科目
当年度

( 令和2年 3月31日現在)
前年度

( 令和元年 11月30日現在)
増　 減



公益財団法人　南砺幸せ未来基金 ( 単位： 円)

Ⅰ　 　 資産の部
  １ ． 流動資産
          現金預金 675, 775 3, 253, 141 △ 3, 225, 841
          未収金 858, 000 858, 000
　 　 　 　 　 貯蔵品 61, 200 61, 200
        流動資産合計 1, 594, 975 3, 253, 141 △ 1, 658, 166
  ２ ． 固定資産
    ( １ ) 基本財産
          定期預金 3, 000, 000 3, 000, 000
        基本財産合計 3, 000, 000 0 3, 000, 000
    ( ２ ) 特定資産
        特定資産合計 0 0 0
    ( ３ ) その他固定資産
　 　 　 　 　 什器備品 148, 016 148, 016
　 　 　 　 　 減価償却累計額 △ 49, 338 △ 49, 338
        その他固定資産合計 98, 678 0 98, 678
        固定資産合計 3, 098, 678 0 3, 098, 678
        資産合計 4, 693, 653 3, 253, 141 1, 440, 512
Ⅱ　 　 負債の部
  １ ． 流動負債
          未払金 98, 650 98, 650
        流動負債合計 98, 650 0 98, 650
  ２ ． 固定負債
        固定負債合計 0 0 0
        負債合計 98, 650 0 98, 650
Ⅲ　 　 正味財産の部
  １ ． 指定正味財産
        指定正味財産合計 0 0 0
　 　 　  （ う ち特定資産への充当金） 0 0 0
  ２ ． 一般正味財産 4, 595, 003 3, 253, 141 1, 341, 862
　 　 　  （ う ち基本財産への充当金） ( 3, 000, 000) △ 3, 000, 000
　 　 　  （ う ち特定資産への充当金） 0 0 0
        正味財産合計 4, 595, 003 3, 253, 141 1, 341, 862
        負債及び正味財産合計 4, 693, 653 3, 253, 141 1, 440, 512

貸借対照表
令和２ 年３ 月31日現在

科目
当年度

( 令和2年 3月31日現在)
前年度

( 平成31年3月31日現在)
増　 減



一般財産法人　 南砺幸せ未来基金 （ 単位： 円）

科目
平成31年度決算額
( 平成31年4月1日～
令和元年11月30日）

平成30年度決算額
( 平成31年度2月1日～

3月31日）
増　 減　 額

Ⅰ　 一般正味財産増減の部
１ 経常増減の部
（ 1） 経常収益
 受取寄付金 42, 300 3, 620, 000 △ 3, 577, 700
 雑収益 2, 728, 007 10 2, 727, 997
　   受取利息 7 10 △ 3
    市業務委託 2, 728, 000 2, 728, 000
 経常収益計 2, 770, 307 3, 620, 010 △ 849, 703
（ ２ ） 経常費用
  管理費計 20, 887 366, 869 △ 345, 982
　    臨時雇賃金 18, 150 18, 150
　    福利厚生費 873 873
　    消耗什器備品費 21, 600 △ 21, 600
　    印刷製本費 121, 284 △ 121, 284
　    租税公課 1, 000 1, 000
　    支払手数料 223, 445 △ 223, 445
     振込手数料 864 540 324
 経常費用計 20, 887 366, 869 △ 345, 982

 評価損益等調整前当期経常増減額 2, 749, 420 3, 253, 141 △ 503, 721
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 2, 749, 420 3, 253, 141 △ 503, 721

２ 経常外増減の部
（ １ ） 経常外収益
 経常外収益計 0 0 0
（ ２ ） 経常外費用
 経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
税引前当期一般正味財産増減額 2, 749, 420 3, 253, 141 △ 503, 721
     法人税等 10, 100 10, 100
当期一般正味財産増減額 2, 739, 320 3, 253, 141 △ 513, 821
一般正味財産期首残高 3, 253, 141 0 3, 253, 141
一般正味財産期末残高 5, 992, 461 3, 253, 141 2, 739, 320

Ⅱ指定正味財産増減の部
受取補助金額等計 0 0 0
  受取地方公共団体補助金 0 0 0
一般正味財産への振替額 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ正味財産期末残高 5, 992, 461 3, 253, 141 2, 739, 320

正味財産増減計算書
平成31年４ 月１ 日～令和元年11月30日まで



（ 単位： 円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金 3, 000, 000 3, 000, 000

小計 3, 000, 000 3, 000, 000

特定資産

小計

合計 3, 000, 000 3, 000, 000

（ 単位： 円）

科目 当期末残高
（ う ち 指定正味財産か

ら の充当額）
（ う ち 一般正味財産か

ら の充当額）
（ う ち負債に対応する

額）

基本財産

定期預金 3, 000, 000 （ 　 　 　 　 　 ） （ 3, 000, 000） -

小計 3, 000, 000 （ 　 　 　 　 　 ） （ 3, 000, 000） -

特定資産

小計

合計 3, 000, 000 （ 　 　 　 　 　 ） （ 3, 000, 000） （ 　 　 　 　 　 　 ）

（ 単位： 円）

科目 債権金額
貸倒引当金の当期末残

高
債権の当期末残高

未収金 2, 728, 000 0 2, 728, 000

合計 2, 728, 000 0 2, 728, 000

　 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、 次のと おり である。

３ ． 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、 次のと おり である 。

４ ． 債権の債権金額、 貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高
　 債権の債権金額、 貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、 次のと おり である 。

財務諸表に対する注記

１ ． 重要な会計方針
（ １ ） 消費税等の会計処理
　 　 　 消費税等の会計処理は、 税込み方式によ っ ている 。

２ ． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高



附属明細書

１ ． 基本財産及び特定資産の明細
　 　 財務諸表に対する 注記「 ２ ． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高」 参照。



公益財団法人　 南砺幸せ未来基金 （ 単位： 円）

科目
令和元年度決算

( 令和元年12月1日～
令和2年3月31日）

平成31年度決算
( 平成31年4月1日～
令和元年11月30日）

増　 減　 額

Ⅰ　 一般正味財産増減の部
１ 経常増減の部
（ 1） 経常収益
 受取寄付金 89, 875 42, 300 47, 575
 雑収益 858, 006 2, 728, 007 △ 1, 870, 001
　   受取利息 6 7 △ 1
    市業務委託 858, 000 2, 728, 000 △ 1, 870, 000
 経常収益計 947, 881 2, 770, 307 △ 1, 822, 426
（ ２ ） 経常費用
 事業費計 631, 594 631, 594
　   印刷製本費 519, 200 519, 200
　   会議費 734 734
　   賃貸料 7, 700 7, 700
　   諸謝金 100, 000 100, 000
   振込手数料 3, 960 3, 960
 管理費計 613, 745 20, 887 592, 858
　   臨時雇賃金 307, 725 18, 150 289, 575
　   旅費交通費 37, 150 37, 150
　   福利厚生費 873 △ 873
　   消耗品費 52, 552 52, 552
　   消耗什器備品費 139, 700 139, 700
　   減価償却費 49, 338 49, 338
  　 租税公課 880 1, 000 △ 120
　   支払手数料 22, 000 22, 000
　   振込手数料 4, 400 864 3, 536
経常費用計 1, 245, 339 20, 887 1, 224, 452

 評価損益等調整前当期経常増減額 △ 297, 458 2, 749, 420 △ 3, 046, 878
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 △ 297, 458 2, 749, 420 △ 3, 046, 878

２ 経常外増減の部
（ １ ） 経常外収益
経常外収益計 0 0 0
（ ２ ） 経常外費用
    市委託費返還 1, 100, 000 0 1, 100, 000
経常外費用計 1, 100, 000 0 1, 100, 000
当期経常外増減額 △ 1, 100, 000 0 △ 1, 100, 000
税引前当期一般正味財産増減額 △ 1, 397, 458 2, 749, 420 △ 4, 146, 878
  法人税等 10, 100 △ 10, 100
当期一般正味財産増減額 △ 1, 397, 458 2, 739, 320 △ 4, 136, 778
一般正味財産期首残高 5, 992, 461 3, 253, 141 2, 739, 320
一般正味財産期末残高 4, 595, 003 5, 992, 461 △ 1, 397, 458

Ⅱ指定正味財産増減の部
受取補助金額等計 0 0 0
  受取地方公共団体補助金 0 0 0
一般正味財産への振替額 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ正味財産期末残高 4, 595, 003 5, 992, 461 △ 1, 397, 458

正味財産増減計算書
令和元年12月１ 日～令和２ 年３ 月31日まで



（ 単位： 円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金 3, 000, 000 3, 000, 000

小計 3, 000, 000 3, 000, 000

特定資産

小計

合計 3, 000, 000 3, 000, 000

（ 単位： 円）

科目 当期末残高
（ う ち 指定正味財産か

ら の充当額）
（ う ち 一般正味財産か

ら の充当額）
（ う ち負債に対応する

額）

基本財産

定期預金 3, 000, 000 （ 　 　 　 　 　 ） （ 3, 000, 000） -

小計 3, 000, 000 （ 　 　 　 　 　 ） （ 3, 000, 000） -

特定資産

小計

合計 3, 000, 000 （ 　 　 　 　 　 ） （ 3, 000, 000） （ 　 　 　 　 　 　 ）

（ 単位： 円）

科目 債権金額
貸倒引当金の当期末残

高
債権の当期末残高

未収金 858, 000 0 858, 000

合計 858, 000 0 858, 000

財務諸表に対する注記

１ ． 重要な会計方針
（ １ ） 固定資産の減価償却の方法
　 　 　 什器備品・ ・ ・ 定額法（ ただし 取得価額１ ０ 万円以上２ ０ 万円未満の什器備品については一括償却法）

（ ２ ） 消費税等の会計処理
　 　 　 消費税等の会計処理は、 税込み方式によ っ ている 。

２ ． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、 次のと おり である。

３ ． 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、 次のと おり である 。

４ ． 債権の債権金額、 貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高
　 債権の債権金額、 貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、 次のと おり である 。



附属明細書

１ ． 基本財産及び特定資産の明細
　 　 財務諸表に対する 注記「 ２ ． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高」 参照。



公益財団法人　 南砺幸せ未来基金 （ 単位： 円）

科目
令和元年度決算

( 平成３ １ 年４ 月1日～
令和2年3月31日）

平成30年度決算
( 平成31年2月1日～

3月31日）
増　 減　 額

Ⅰ　 一般正味財産増減の部
１ 経常増減の部
（ 1） 経常収益
  受取寄付金 132, 175 3, 620, 000 △ 3, 487, 825
  雑収益 3, 586, 013 10 3, 586, 003
　    受取利息 13 10 3
     市業務委託 3, 586, 000 3, 586, 000
 経常収益計 3, 718, 188 3, 620, 010 98, 178
（ ２ ） 経常費用
  事業費計 631, 594 631, 594
　    印刷製本費 519, 200 519, 200
　    会議費 734 734
　    賃貸料 7, 700 7, 700
　    諸謝金 100, 000 100, 000
     振込手数料 3, 960 3, 960
  管理費計 634, 632 366, 869 267, 763
　    臨時雇賃金 325, 875 325, 875
　    旅費交通費 37, 150 37, 150
　    福利厚生費 873 873
　    消耗品費 52, 552 52, 552
　    消耗什器備品費 139, 700 21, 600 118, 100
　    減価償却費 49, 338 49, 338
　    印刷製本費 121, 284 △ 121, 284
　    租税公課 1, 880 1, 880
　    支払手数料 22, 000 223, 445 △ 201, 445
　    振込手数料 5, 264 540 4, 724
 経常費用計 1, 266, 226 366, 869 899, 357

 評価損益等調整前当期経常増減額 2, 451, 962 3, 253, 141 △ 801, 179
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 2, 451, 962 3, 253, 141 △ 801, 179

２ 経常外増減の部
（ １ ） 経常外収益
 経常外収益計 0 0 0
（ ２ ） 経常外費用
     市委託費返還 1, 100, 000 0 1, 100, 000
 経常外費用計 1, 100, 000 0 1, 100, 000
当期経常外増減額 △ 1, 100, 000 0 △ 1, 100, 000
税引前当期一般正味財産増減額 1, 351, 962 3, 253, 141 △ 1, 901, 179
     法人税等 10, 100 10, 100
当期一般正味財産増減額 1, 341, 862 3, 253, 141 △ 1, 911, 279
一般正味財産期首残高 3, 253, 141 3, 253, 141
一般正味財産期末残高 4, 595, 003 3, 253, 141 1, 341, 862

Ⅱ指定正味財産増減の部
受取補助金額等計 0 0 0
  受取地方公共団体補助金 0 0 0
一般正味財産への振替額 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ正味財産期末残高 4, 595, 003 3, 253, 141 1, 341, 862

正味財産増減計算書
平成31年４ 月１ 日～令和２ 年３ 月31日まで



令和元年度貸借対照表及び正味財産増減計算書について 

 

 公益認定を 受けた前後で法人の名称や組織運営に係る規則が変更さ れる こ と から 、 一般

財団法人が公益認定を 受けた際には、 公益認定の前後で計算書類等の作成期間を 区分する

必要がある。（ 公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第３ ８ 条第２

項）  

 当財団は令和元年 12 月１ 日に公益認定を 受けている。 そのため下記のと おり 、 作成期間

を 区分し た。  

 

 

（ １ ） 一般財団法人南砺幸せ未来基金と し て         

平成 31 年４ 月１ 日から 令和元年 11 月 30 日まで  

  （ 事業開始日より 公益認定を 受ける前日まで）  

 

（ ２ ） 公益財団法人南砺幸せ未来基金と し て 

   令和元年 12 月１ 日から 令和２ 年３ 月 31 日まで     

  （ 公益認定日から 事業終了日まで）  

 

 

また平成 30 年度と の比較のため、  

（ ３ ）平成 31 年４ 月１ 日から 令和２ 年３ 月 31 日までの１ ヶ 年の財務諸表も 作成し ている。  

 



一般財団法人　 南砺幸せ未来基金 （ 単位： 円）

場所・ 物量等 使用目的等 金額

（ 流動資産）

預金 普通預金 運転資金と し て 282, 611

富山銀行　 井波支店

未収金 南砺市 公１ 　 体制構築事業の受託事業収益である 2, 728, 000

流動資産合計　 　 　 　 3, 010, 611

（ 固定資産）

基本財産 定期預金 富山銀行　 井波支店 3, 000, 000

固定資産合計 3, 000, 000

　 　 資産合計 6, 010, 611

（ 流動負債） 未払金 臨時雇用賃金 11月分 18, 150

　 　 　 　

　 　 負債合計 18, 150

　 　 正味財産 5, 992, 461

財産目録

令和元年11月30日　 現在

貸借対照表科目

公益目的保有財産であり 、 運用益を公益
目的事業の財源と し て使用する。



（ 単位： 円）

場所・ 物量等 使用目的等 金額

（ 流動資産）

預金 普通預金 運転資金と し て 675, 775

富山銀行　 井波支店

未収金 南砺市 公１ 　 調査事業の受託事業収益である 858, 000

貯蔵品 切手　 61, 200

\84・ \120　 各300枚

流動資産合計　 　 　 　 1, 594, 975

（ 固定資産）

基本財産 定期預金 富山銀行　 井波支店 3, 000, 000

その他固定資産 什器備品 パソ コ ン 公益目的事業、 法人運営全般 98, 678

固定資産合計 3, 098, 678

　 　 資産合計 4, 693, 653

( 流動負債） 未払金 臨時雇用賃金 3月分 98, 650

　 　 　 　

　 　 負債合計 98, 650

　 　 正味財産 4, 595, 003

財産目録

貸借対照表科目

令和２ 年３ 月31日 現在

公益財団法人　 南砺幸せ未来基金

公益目的保有財産であり 、 運用益を公
益目的事業の財源と し て使用する。

公益目的事業及び管理目的の業務を執
行する費用である。





公益財団法人　南砺幸せ未来基金 (単位：円)

当年度 前年度 増　減

Ⅰ資産の部
  １．流動資産１．流動資産

現金預金 1,537,535 675,775 861,760
未収金 760,100 858,000 △ 97,900
貯蔵品 32,040 61,200 △ 29,160

流動資産合計 2,329,675 1,594,975 734,700
２．固定資産

（１）基本財産
定期預金 3,000,000 3,000,000 0

基本財産合計 3,000,000 3,000,000 0
（２）特定資産
特定資産合計 0 0 0
（３）その他固定資産

什器備品 148,016 148,016 0
減価償却累計額 △ 98,677 △ 49,338 △ 49,339

その他固定資産合計 49,339 98,678 △ 49,339
固定資産合計 3,049,339 3,098,678 △ 49,339

資産合計 5,379,014 4,693,653 685,361
Ⅱ負債の部

１．流動負債
未払金 836,030 98,650 737,380
預り金 3,638 0 3,638

流動負債合計 839,668 98,650 741,018
２．固定負債
固定負債合計 0 0 0

負債合計 839,668 98,650 741,018
Ⅲ正味財産の部

１．指定正味財産
休眠預金等交付金 0 0
寄付金 0 0 0
指定正味財産合計 0 0 0
（うち特定資産への充当金） 0 0 0

２．一般正味財産 4,539,346 4,595,003 △ 55,657
（うち基本財産への充当金） (3,000,000) (3,000,000) 0
（うち特定資産への充当金） 0 0 0

正味財産合計 4,539,346 4,595,003 △ 55,657
負債及び正味財産合計 5,379,014 4,693,653 685,361

貸借対照表
令和３年３月31日現在

科目



（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

(1) 経常収益

①基本財産運用益 [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

②特定資産運用益 [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

③事業収益 [ 760,100 ] [ 3,586,000 ] [ △ 2,825,900 ]

受託事業 760,100 3,586,000 △ 2,825,900

受取休眠預金等交付金 0 0 0

④受取補助金等 [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

受取民間補助金 0 0 0

⑤受取負担金 [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

受取負担金 0 0 0

⑥受取寄付金 [ 3,563,000 ] [ 132,175 ] [ 3,430,825 ]

受取寄付金 3,015,000 0 3,015,000

受取寄付金振替額 ( 548,000 ) ( 132,175 ) ( 415,825 )

指定正味財産からの振替額 548,000 132,175 415,825

⑦雑収益 [ 274 ] [ 13 ] [ 261 ]

受取利息 274 13 261

雑収益 0 0 0

経常収益計 4,323,374 3,718,188 605,186

(2) 経常費用 0 0

事業費 [ 3,164,251 ] [ 111,514 ] [ 3,052,737 ]

支払助成金 2,361,893 2,361,893

給料手当 0 0

臨時雇賃金 157,500 157,500

会議費 22,467 734 21,733

旅費交通費 8,400 8,400

通信運搬費 4,482 4,482

消耗品費 74,496 74,496

消耗什器備品費 0 0

印刷製本費 603 603

賃借料 61,805 7,700 54,105

諸謝金 100,000 100,000 0

租税公課 200 200

委託費 299,370 299,370

調査費 0 0

支払手数料 61,155 61,155

振込手数料 11,880 3,080 8,800

管理費 [ 1,214,780 ] [ 1,154,712 ] [ 60,068 ]

臨時雇賃金 695,828 325,875 369,953

法定福利費 0 0

福利厚生費 2,200 873 1,327

会議費 4,400 4,400

旅費交通費 62,300 37,150 25,150

通信運搬費 31,406 31,406

減価償却費 49,339 49,338 1

消耗什器備品費 0 139,700 △ 139,700

消耗品費 9,169 52,552 △ 43,383

印刷製本費 0 519,200 △ 519,200

新聞図書費 8,250 8,250

賃借料 12,100 12,100

諸謝金 87,140 87,140

租税公課 7,060 1,880 5,180

委託費 132,000 132,000

支払負担金 50,000 50,000

支払手数料 55,338 22,000 33,338

振込手数料 8,250 6,144 2,106

諸会費 0 0

令和２年度正味財産増減計算書

令和２年４月１日から令和３年３月31日まで

公益財団法人南砺幸せ未来基金

科目



当年度 前年度 増減科目

雑費 0 0

経常費用計 4,379,031 1,266,226 3,112,805

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 55,657 2,451,962 △ 2,507,619

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 △ 55,657 0 △ 55,657

2.経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0

(2) 経常外費用

市委託費返還 0 1,100,000 △ 1,100,000

経常外費用計 0 1,100,000 △ 1,100,000

当期経常外増減額 0 △ 1,100,000 1,100,000

税引前当期一般正味財産増減額 △ 55,657 1,351,962 △ 1,407,619

　法人税等 0 10,100 △ 10,100

当期一般正味財産増減額 △ 55,657 1,341,862 △ 1,397,519

一般正味財産期首残高 4,595,003 3,253,141 1,341,862

一般正味財産期末残高 4,539,346 4,595,003 △ 55,657

Ⅱ指定正味財産増減の部

受取補助金等 [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

休眠預金等交付金 0 0 0

受取寄付金 [ 548,000 ] [ 0 ] [ 548,000 ]

受取寄付金 548,000 0 548,000

一般正味財産への振替額 [ △ 548,000 ] [ 0 ] [ △ 548,000 ]

一般財産への振替 ( △ 548,000 ) ( 0 ) ( △ 548,000 )

寄付金 △ 548,000 0 △ 548,000

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ正味期末残高 4,539,346 4,595,003 △ 55,657



（単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金 3,000,000 3,000,000

小計 3,000,000 3,000,000

特定資産

小計

合計 3,000,000 3,000,000

（単位：円）

科目 当期末残高
（うち指定正味財産か

らの充当額）
（うち一般正味財産か

らの充当額）
（うち負債に対応する

額）

基本財産

定期預金 3,000,000 （　　　　　） （3,000,000） -

小計 3,000,000 （　　　　　） （3,000,000） -

特定資産

小計

合計 3,000,000 （　　　　　） （3,000,000） （　　　　　　）

（単位：円）

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

什器備品（パソコン） 148,016 98,677 49,339

合計 148,016 98,677 49,339

（単位：円）

科目 債権金額
貸倒引当金の当期末残

高
債権の当期末残高

未収金 760,100 0 760,100

合計 760,100 0 760,100

　債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

　　　消費税等の会計処理は、税込み方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

５．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
（直接法により減価償却を行っている場合）
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針
（１）固定資産の減価償却の方法
　　　什器備品・・・定額法（ただし取得価額１０万円以上２０万円未満の一括償却資産については、

（２）消費税等の会計処理
　　　　　　　　　　３年間の均等償却を実施している。）



附属明細書

１．基本財産及び特定資産の明細
　　財務諸表に対する注記「２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高」参照。



（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として 7

預金 普通預金 運転資金として 1,537,528

富山銀行　井波支店

未収金 南砺市 公１　調査事業の受託事業収益である 760,100

貯蔵品 切手　 32,040

\120　各267枚

流動資産合計　　　　 2,329,675

（固定資産）

基本財産 定期預金 富山銀行　井波支店 3,000,000

その他固定資産 什器備品 パソコン 公益目的事業、法人運営全般 49,339

固定資産合計 3,049,339

　　資産合計 5,379,014

(流動負債） 未払金 委託費 ウェブサイト構築 132,000

臨時雇賃金 ３月　３名分 198,450

旅費交通費 臨時雇交通費 2,200

支払助成金 頑張る人・地域応援事業精算金（６団体） 503,380

預り金 12月～2月 所得税（賃金） 3,638

　　負債合計 839,668

　　正味財産 4,539,346

公益目的保有財団であり、運用益を公益
目的事業の財源として使用する。

財産目録

令和３年３月31日 現在

公益財団法人　南砺幸せ未来基金

貸借対照表科目

公益目的事業及び管理目的の業務を執行
する費用である。






